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アンリー・デュナンと国際赤十字を学ぶ歴史ツアー：
2015年度「赤十字スタディーツアー」の報告
廣渡　太郎
Report on the 2015 Red Cross study tour to Italy and Switzerland :
Henry Dunant and the International Red Cross and Red Crescent Movement
Taro HIROWATARI
要旨：本稿は、2015年8月21～30日に実施したイタリアおよびスイスへの「赤十字スタディーツアー」に関する総
括的報告である。本「赤十字スタディーツアー」は、国際赤十字・赤新月運動や人道支援機関の活動等に関する学
生の知見を広めることを主な目的として、日本赤十字広島看護大学と日本赤十字秋田看護大学の共催により実施さ
れた。本スタディーツアーでは、赤十字の創始者であるアンリー・デュナンゆかりの地を訪ねると共に、国際連合
ジュネーブ事務局（UNOG）、赤十字国際委員会（ICRC）、国際赤十字・赤新月社連盟（IFRC）、国連難民高等弁
務官事務所（UNHCR）、世界保健機関（WHO）、国際看護師協会（ICN）等の国際機関を訪問した。
キーワード：赤十字、赤新月、スタディーツアー、アンリー・デュナン、国際救援
Abstract：The purpose of this report is to provide an overall review of the Red Cross study tour to Italy and 
Switzerland that occurred August 21-30, 2015. This study tour was jointly organized by the Japanese Red Cross 
Hiroshima College of Nursing and the Japanese Red Cross Akita College of Nursing. The major purpose of the study 
tour was to broaden the students’ knowledge of the International Red Cross and Red Crescent Movement and the 
activities of assisting humanitarian agencies. The tour visited several organizations including the United Nations 
Office at Geneva (UNOG), International Committee of the Red Cross (ICRC), International Federation of Red Cross 
and Red Crescent Societies (IFRC), United Nations High Commissioner for Refugees (UNHCR), World Health 
Organization (WHO), International Council of Nurses (ICN) as well as places closely connected with the founder of 
the Red Cross; Henry Dunant.
Key words : Red Cross, Red Crescent, study tour, Henry Dunant, international relief
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Ⅰ．はじめに
　日本赤十字秋田看護大学・短期大学（以下、本
学）の赤十字地域交流センターは、2015年度の
「赤十字スタディーツアー」として、赤十字の父
と呼ばれるアンリー・デュナンゆかりの地であるイ
タリアとスイスを訪問する「アンリー・デュナンと
国際赤十字を学ぶ歴史ツアー」を企画・実施した。
　発端は、ツアーに参加する学生数に欠員が生じ
た日本赤十字広島看護大学（以下、日赤広島看護
大）が、日赤の他大学に参加協力を要請したこと
による。本学は2009年の開学以来、イタリアと
スイスを訪ねて赤十字やアンリー・デュナンにつ
いて学ぶ「赤十字スタディーツアー」の企画を模
索していたが、諸般の事情から実現に至っておら
ず、日赤広島看護大の呼びかけに応えるかたちで
初めて実施が可能になった。
　本稿はこの「赤十字スタディーツアー」を終え
ての、旅の報告と総括である。
Ⅱ．目的・日程・参加者
１．目　的
１）赤十字発祥の地であるイタリア・ソルフェ
リーノやスイス・ジュネーヴを訪問し、国際赤
十字の誕生・体制・活動原則等について理解を
深める。
２）歴史･社会・文化的背景を通して、近代にお
ける国際救援活動の実際（概要）を知る。
３）国際救援・開発に関与する様々な国際機関の
活動とその役割を理解する。
４）国際救援･開発について、グローバルな視点
で考えることができる。
２．日　程
　2015年８月21日（金）～８月30日（日）９泊10日
３．参加者
　日赤広島看護大看護学部学生７名（看護学部３
年生６名、１年生１名）・引率教員１名（渡邊智
恵教授）、本学看護学部学生４名（看護学部３年
生３名、１年生１名）・引率教員１名（筆者）、添
乗ツアーコンダクター１名（佐々木麻衣氏）、計
14名。
photo 01）アンリー・デュナンの銅像前で（ソルフェリーノ）
Ⅲ．研修内容
　本「赤十字スタディーツアー」は、日赤広島
看護大が「国際看護学演習Ⅰ（GVE）」として、
2015年８月22日（土）から30日（日）までの８泊９
日間で予定していた研修計画に、本学が共同開催
の形態で加わることになり、添乗ツアーコンダク
ターを含む計14名が参加して実施した。
　実施期間は、国際線の往路が福岡空港発、復路
が関西空港着という行程での航空機乗継ぎに要す
る時間の関係で、本学は９泊10日、日赤広島看
護大は８泊９日で実施した （表１） 。
　本学の学生にとって、「赤十字スタディーツ
アー」は単位修得に該当しないが、専門分野の科
目として実施する日赤広島看護大の履修要件に準
じ、本学からの参加者にも日赤広島看護大の学生
と同等の事前学習や記録作成、および、係の役割
分担を課してツアーに臨んだ。本学学生への事前
学習の指導にあたっては、筆者のほか赤十字科目
を担当する本学の新沼剛講師の協力を得た。以下、
研修日程に沿って、訪問地と訪問施設ごとに研修
内容の概要とそのときに感じた印象などを記す。
表１　2015年度「赤十字スタディーツアー」日程表
日  時 都市名・施設名 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム
8／21
金
秋 　 　 田
羽 　 　 田
福 　 　 岡
11：50
12：55
14：30
16：15
秋田空港発　ANA406
羽田空港着
羽田空港発　ANA259
福岡空港着　　　　　　　　　　　博多グリーンホテル２号館泊
8／22
土
福 　 　 岡 10：25 福岡空港発　KL870（飛行時間　約11時間40分）
アムステルダム
（オランダ）
15：10
17：00
スキポール国際空港着
スキポール国際空港発　KL162（飛行時間　約1時間40分）
ミ　ラ　ノ
（イタリア）
18：40
21：00
ミラノ国際空港着
ホテル着                          　　　　　　　　　   Hotel St. John泊
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１．８月22日（土）：ミラノ［イタリア・ロンヴァ
ルディア州・ミラノ県］
　アムステルダム経由で19時近くにミラノ空港
に到着し、そのまま宿泊先である市内のホテルへ
直行した。夕食を共にとりながら両大学の学生同
士の顔合わせもすませ、明日からの訪問先や事前
学習の内容などを改めて確認しつつ、各自が役割
分担ごとに英語での挨拶スピーチの練習や持参し
た土産品の点検などを行う。学生たちは、移動の
機内や乗り換え時での交流ですでにすっかり打ち
日  時 都市名・施設名 プ　　ロ　　グ　　ラ　　ム
8／23
日
ミ　ラ　ノ
ソルフェリーノおよび
カスティリオーネ
 9：00‒11：00
12：00‒13：00
13：00‒15：45
15：45‒18：00
18：30
ミラノ市内観光（スフォルツェスコ城、ミラノ大聖堂ほか）
市内で昼食
バス移動（移動時間：約２時間45分）
視察：納骨堂、糸杉の丘、ソルフェリーノの塔、赤十字広場、カ
スティリオーネ大聖堂ほか
ホテル着             　　　　　　　                Vittoria Da Renato泊
8／24
月
カスティリオーネ
赤十字国際博物館
9：20 
 9：30‒11：00
12：30‒13：30
カスティリオーネ赤十字国際博物館着
カスティリオーネ赤十字国際博物館ガイドツアー
昼食
ジュネーヴ
（スイス）
13：30‒20：30
20：30
バス移動（移動時間：約7時間00分、休憩時間　１時間含む）
ホテル着　　　　　　　　　　　　　Hotel Drake Longchamp泊
8／25
火
国際連合ジュネー
ヴ事務局
ICRC（赤十字国
際委員会）
国際赤十字・赤新
月博物館
9：40
10：00‒11：30
12：00‒12：55
13：00‒15：30
15：30‒17：30
18：30
UNOG 着
UNOG ガイドツアー
ICRC 内カフェテリアで昼食
ICRC 概要プレゼンテーション “Panorama 13”
“The ICRC and Activities in the field”および“Health Care in Danger”
国際赤十字・赤新月博物館見学
ホテル着　　　　　　　　　　　　　Hotel Drake Longchamp泊
8／26
水
UNCHR（国連難民
高等弁務官事務所）
IFRC（国際赤十
字・赤新月社連盟）
レマン湖畔
9：50
10：00‒11：30
11：30‒12：30
12：30‒13：00
14：00‒16：00
16：30‒18：00
18：30
UNCHR 着
UNCHR 概要プレゼンテーションおよび質疑応答
UNCHR 内カフェテリアで昼食
UNCHR ビジターセンター見学
IFRC 概要プレゼンテーション
“Together we are the International Federation of Red Cross and 
Red Crescent Societies”および“Emergency Health”
市内レマン湖畔周辺散策
ホテル着　　　　　　　　　　　　　Hotel Drake Longchamp泊
8／27
木
WHO（国際保健機関）
ICN（国際看護師協会）
市内視察
9：10
 9：30‒10：00
10：00‒10：30
10：15‒11：45
12：00‒12：55
13：30‒15：00
15：00‒18：30
18：30
WHO 着
WHO 施設内ガイドツアー
施設内自由見学
WHO 概要プレゼンテーションおよび「ポリオ撲滅キャンペーン」講義
WHO 内カフェテリアで日本人職員を交えて昼食
ICN 概要プレゼンテーションおよび質疑応答
旧市街内アンリー・デュナンゆかりの地を訪問（アテネ館、元
フィック印刷所、ジュネーヴ市庁舎、デュナン生家ほか）
ホテル着　　　　　　　　　　　　　Hotel Drake Longchamp泊
8／28
金
ラヴォー地区
シェブル村
ヴェヴェイ
モントルー
シ オ ン 城
 9：00‒10：30
10：30‒11：30
11：30‒12：00
12：00‒13：30
14：00‒16：30
18：30
バス移動（移動時間：約１時間30分）
ラヴォー地区葡萄畑散策
レマン湖畔散策
昼食
シオン城見学
ホテル着　　　　　　　　　　　　　Hotel Drake Longchamp泊
8／29
土
ジュネーヴ
（スイス）
 9：20‒9：50
11：55
バス移動（移動時間：約30分）
コアントラン国際空港発　KL1928（飛行時間　約１時間30分）
アムステルダム
（オランダ）
13：35
14：55
スキポール国際空港着
スキポール国際空港発　KL867（飛行時間　約10時間40分）
8／30
日
関 西 空 港
伊 丹 空 港
秋 田 空 港
8：40
 9：40‒10：55
11：55
13：25
関西空港着
バス移動（関空→伊丹間リムジンバス）
伊丹空港発　ANA1653
秋田空港着
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解けた様子で、お互いに写真を撮りあったりしな
がら、だれもがこれから始まる旅への期待に胸を
ふくらませていた。
２．８月23日（日）：ソルフェリーノ［イタリア・
ロンヴァルディア州・マントヴァ県］
　ホテルをチェックアウト後、イタリア語が堪能
な現地日本人ガイドの案内で、ミラノ市内の「ス
フォルツェスコ城（Castello Sforzesco）」、「ミラ
ノ大聖堂（ドゥオーモ, Duomo di Milano）」、「ガ
レリア・ヴィットリオ・エマヌエーレⅡ世（Galleria 
Vittorio Emanuele II）」といった観光名所を散策
し、昼食後にチャーター・バスでソルフェリーノ
へと向かった。
photo 02）スフォルツェスコ城（ミラノ）
photo 03）ミラノ大聖堂にて（ミラノ）
　
　ミラノの東約110キロに位置するソルフェリー
ノは、1859年６月24日、後に「ソルフェリーノ
の戦い」と呼ばれる激戦が繰り広げられた古戦場
として知られる。イタリア統一戦争のただ中、ナ
ポレオンⅢ世のフランス帝国軍とヴィットリオ・
エマヌエーレⅡ世の率いるサルディーニャ王国の
連合軍が、フランツ・ヨーゼフⅠ世のオーストリ
ア帝国軍と戦い、15時間で双方あわせて４万人に
のぼる死傷者が出た。最終的にフランス・サルデー
ニャ連合軍が勝利したことによりイタリア独立へ
とつながるのであるが、この戦闘では、十分な手
当を受けることができず、本来助けることができ
たはずの若い兵士たちの多くが命を落とした。こ
の激戦に遭遇して救護活動に加わった経験が、ア
ンリー・デュナンを「ソルフェリーノの思い出」
の出版へと向かわせ、また、敵味方を差別するこ
となく救護する姿勢が、赤十字運動の発想の基と
なった。
１）納骨堂／ソルフェリーノ戦争記念館（Ossario 
di Solferino）
　宿泊先のホテルに到着後、現地イタリア人ガ
イドと合流。同行の日本人ガイドによる日本語
通訳を介して説明を受けながらの旅が始まっ
た。ホテルに隣接する「ソルフェリーノ復興博
物館(Museo Risorgimentale di Solferino)」の前
には、昨年新たに設置されたアンリー・デュナ
ンの銅像があり、まずデュナンと赤十字につい
ての簡単な説明を受けた。そこから糸杉の並木
道を歩き、「納骨堂」（現在は「ソルフェリーノ
戦争記念館」と呼ばれる）へと向かった。
　納骨堂は、「糸杉の丘」として知られる戦争
記念公園の小高い丘の頂上にある。その建物
は、かつてはソルフェリーノ最古の教会であっ
た。しかし、ソルフェリーノの戦いの21年後
に、フランス、イタリア、オーストリア３カ国
の戦死者を弔う納骨堂に改築された。ここには、
7000人にもおよぶ戦死者の遺骨が安置されて
いるが、国籍や階級に関係なく公平に扱う証と
して、頭蓋骨、腕、脚など、部位ごとに集めて
収められている。館内正面の十字架の背後には、
おびただしい数の頭蓋骨が天井までぎっしりと
並べられており、その総数は1413個と記録さ
れているという。
photo 04）納骨堂／ソルフェリーノ戦争記念館（ソルフェリーノ）
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photo 05）館内に収められた頭蓋骨（ソルフェリーノ）
photo 06）納骨堂の内部正面。壁面はすべて遺
骨で覆われている（ソルフェリーノ）
２）ソルフェリーノの塔（Rocca di Solferino）
　ホテルに戻ってバスに乗り込み、そこから「戦
争記念通り」を挟んで向かい側にある、もうひ
とつの小高い丘の上に位置する「ソルフェリー
ノの塔」へ向かった。
　11世紀に建てられた地上23メートルの高さ
のこの古塔には、ソルフェリーノの戦いの当時
はオーストリア帝国軍の本部が置かれており、
別名「イタリアのスパイ」とも呼ばれたという。
塔の屋上に登ると、北に位置するイタリア最大
の湖であるガルダ湖から南のメドレまで、当時
の戦場一帯を360度一望することができる。そ
のために、この塔をめぐって激しい攻防戦が繰
り広げられたのである。現在、塔の内部は博物
館になっており、屋上へと続く通路の壁に沿っ
て、戦場の地図や絵画、当時の武器などが展示
されている。
photo 07）「糸杉の丘」からの眺望。左手に「ソ
ルフェリーノの塔」が見える（ソルフェリーノ）
３）赤十字広場（Monument to Red Cross）
　ソルフェリーノの塔からわずかに下った広場
の一角に「サン・ニコラ教会」があり、その裏
手には、1959年、ソルフェリーノの戦い100年
を記念してつくられた「赤十字広場」がある。
糸杉の並木道を抜けた突き当たりには、壁面に
国際赤十字・赤新月社連盟に加盟している各国
の名が刻まれた石のブロックが整然と並ぶ碑が
あり、その傍らには「ソルフェリーノの思い出」
の次の一節を刻んだアンリー・デュナンの記念
碑もある：
　「熱心で献身的で、こういう仕事をする資格
の十分にある篤志家たちの手で、戦争のとき負
傷兵を看護することを目的とする救護団体を、
平和で穏やかな時代に組織しておく方法はない
のであろうか？」
　記念碑については、持参したガイド本にも確
かにその一節が刻まれていると説明がある。し
かしながら、この石碑に刻まれた文字は、もは
や判読が不可能なほど薄れて消えかかってい
た。それはまるで現在のシリアやアフガニスタ
ンで繰り広げられる非道な争いを象徴している
かのようでもあり、心が痛んだ。
photo 08）赤十字広場。手前に見えるデュナン記念碑
の文字は消えかかり判読できない（ソルフェリーノ）
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４）カスティリオーネ大聖堂（ドゥオーモ）（Duomo 
di Castiglione delle Stiviere）
　再びバスに乗り込み、ソルフェリーノから約
６キロ離れたカスティリオーネ・デッレ・スティ
ヴィエーレ（Castiglione delle Stiviere）にある
「カスティリオーネ大聖堂」を訪ねた。
　ここは「ソルフェリーの思い出」の中でアン
リー・デュナンが「キエザ・マジョーレ（大教
会）」と記している場所である。デュナンはこ
こに戦い翌日の夕方にたどり着いた。当時、教
会内には500名を超える負傷兵が運び込まれて
おり、さらに教会前の広場にも100名にのぼる
数多くの負傷者がいた。デュナンはここで地元
の婦人たちと共に精力的に救護活動にあたっ
た。婦人たちは医薬品などの必要物資どころ
か、飲み水さえ満足に手に入らない極限状況の
中で、「トゥッティ・フラテルリ（Tutti fratelli. 
「みんな兄弟」）」という言葉を繰り返しながら、
負傷した兵士たちに敵味方の区別なく救護の手
を差し伸べた。そして、デュナンのここでの経
験が、赤十字設立の契機となるのである。
　私たちが夕闇の迫る薄暗い聖堂の中を見学し
ていると、教会の人が祭壇の照明を点灯してく
れた。デュナンはここで、兵士たちの最期の言
葉を記録に残す活動も展開したという。厳かな
空気に包まれた教会の佇まいに当時を思わせる
痕跡はまったくないが、156年前のまさにこの
場所でデュナンが遭遇した光景に思いはせると
き、赤十字精神の原点である地に自らも立った
という事実に感無量であった。
　教会のすぐ近くには、当時デュナンが投宿し
た屋敷も現存している。その屋敷の壁面には戦
後100周年を記念した石版が掲げられており、
イタリア語で次のように記されている：
　「この屋敷には、1859年６月24日の戦いの後、
近隣のドゥオーモにおいて、国籍にかかわらず
負傷者を救護するという、誰もが知る活動を指
揮したアンリー・デュナンが宿泊した。この地
の人々の自発的な慈善行為によって、彼は国際
赤十字の創設を発想した。1859年６月‒1959年
６月」（photo 11）
photo 10）デュナンが宿泊した屋敷（カスティリオーネ）
photo 11）屋敷の外壁に設置された記念プレート
（カスティリオーネ）
３．８月24日（月）：カスティリオーネ［イタリア・
ロンヴァルディア州・マントヴァ県］
１）カスティリオーネ赤十字国際博物館（Museo 
Internazionale della Croce Rossa）
　翌朝、ホテルをチェックアウト後に再びカス
ティリオーネに向かい、「カスティリオーネ赤
十字国際博物館」を訪ねた。月曜日は休館日で
あるにも関わらず、私たちの訪問に合わせて開
館してくださった館長のマーラ・トニーニ氏か
ら、赤十字誕生の経緯や博物館の存在意義につ
いて英語で詳細な説明を受けた。学生を意識し
て、ゆっくりとわかりやすい英語での説明では
あったが、学生たちにとって内容的に英語での
理解が難しいと思われる場面では、筆者が適宜
日本語で補足説明をしながらの館内ツアーと
なった。
　この博物館はカスティリオーネの行政府が建photo 09）カスティリオーネ大聖堂（カスティリオーネ）
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設し、ソルフェリーノの戦い100周年を記念し
て1959年６月24日に開館。その後、イタリア
赤十字社に寄贈されたという。多くの展示品の
中でも、とりわけ、救急搬送や救護隊員の輸送
に使用された馬車や自動車の実物車両と、ソル
フェリーノの戦いで傷病者や遺体を運ぶために
作られた担架のコレクションは圧巻であり、貴
重な史料である。また、戦争当時に軍医が使用
した医療器具や看護器具の展示なども興味深
い。同時に、現在の赤十字の国際的な活動を紹
介する展示にも力が注がれていた。
　トニーニ氏の説明を聞きながら館内を回り、
赤十字の発展の歴史、アンリー・デュナンの生
涯、赤十字の標章の変遷とその意味、赤十字が
初めて世界に認知される契機となった普仏戦争
での活動、さらに、近年における子どもに対す
る迫害への対応や、カンボジアでの地雷撤去活
動と地雷で負傷した人々に義足を提供し社会復
帰を支援する赤十字の取り組みについても学ん
だ。
　この博物館での研修を通じて、赤十字の基本
原則のひとつである「人道」とは、人々の生命
を守り、苦痛を軽減し、人権を尊重することで
あると再認識することができた。同時に、その
原点が、アンリ ・ーデュナンが遭遇したソルフェ
リーノの戦いにおける救護活動であり、「ソル
フェリーノの思い出」を世に問うたことが、や
がてジュネーヴ条約の誕生へとつながって国際
赤十字運動として結実していった過程を改めて
深く理解し、心に刻んだ。
　ソルフェリーノの戦いから155年を迎えた昨
年（2014年）６月、ソルフェリーノからカスティ
リオーネの間を、世界中から集まった赤十字関
係者が松明を携えてゆっくり行進したという。
しかしながら、戦争の犠牲者に一般市民が巻き
込まれ、赤十字の「公平」や「中立」の精神を
無視するがごとく、武力紛争地での赤十字関係
者や医療従事者への脅威や迫害が常態化した今
日の現状は、デュナンの思い描いた赤十字の理
想とは大きくかけ離れていると言わざるをえな
い。もし現在のこの状況を目の当たりにしたら、
彼はいったいどう思うのだろうか。
photo 13）館内に展示されている救急搬送用馬車
（カスティリオーネ）
　博物館を後にし、チャーター・バスで一路ス
イスのジュネーヴをめざす。モンブランを貫く
国境の長いトンネルを通過し、所要時間約７時
間半の道のりである。この間は、車窓からの美
しいアルプス山脈の景色を堪能できると聞いて
期待していたのだが、その思いは悪天候に阻ま
れて叶わなかった。しかし、イタリアからフラ
ンスとの国境を越えてジュネーヴに近づくにつ
れ、天候も次第によくなり、暮れなずむジュネー
ヴの市街地に入るころには雲の切れ間から残照
が垣間見えた。ホテルには午後８時過ぎに到着
した。
４．８月25日（火）：ジュネーヴ［スイス、ジュネー
ヴ州］
　アンリー・デュナンは1828年５月８日、実業
家で、後に下院議員や裁判所判事も務めた父ジャ
ン・ジャックと敬虔なキリスト教者であった母ア
ンヌ・アントワネットを両親に、デュナン家の長
男としてここジュネーヴで産声をあげた。私たち
は、残りの日程をこの世界都市で過ごし、アン
リー・デュナンや赤十字ゆかりの場所を訪ねると
同時に、国連をはじめ、WHO（世界保健機関）
やICN（国際看護師協会）などの国際機関を訪問
して多くのことを学ぶ。ジュネーヴでは、フラン
ス語が堪能な現地在住の日本人ガイドに観光案内
や通訳として同行を依頼した。
photo 12）赤十字国際博物館でトニーニ館長の
説明を聞く（カスティリオーネ）
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１）国際連合ジュネーヴ事務局（United Nations 
Office at Geneva, UNOG）
　昨日までの雨天とは打って変り、朝から快晴
に恵まれた。ホテルからトラムと路線バスを乗
り継いで移動し、「国際連合ジュネーヴ事務局」
をめざす。これまでの北イタリアの気候に比べ
ると、８月末とはいえ気温はやや低く湿度も高
くないため、実際の気温よりもかなり肌寒く感
じる。
　国連ジュネーヴ事務局は、1920年にアメリ
カのウィルソン大統領によって提唱されなが
ら、当のアメリカ合衆国は参加しなかったとい
う「国際連盟（League of Nations）」が、ここ
に本部を置いたのがその前身である。遥か遠く
にアルプス山脈を望み、レマン湖を見下ろす
高台に位置するアリアナ公園にそびえ建つ白
亜のアールデコ建築が、「パレ・デ・ナシオン
（Palais des Nation）」と呼ばれる事務局本館で
あり、その内外には各国から寄贈された記念品
や調度品、オブジェが並ぶ。万国旗がはためく
正面玄関前のナシオン広場には、脚が１本失わ
れた椅子の巨大彫刻「Broken Chair（壊れた椅
子）」がある。脚のない椅子には、地雷やクラ
スター爆弾廃絶への願いが込められているとい
う。国連のニューヨーク本部が国際紛争などの
ハード・ポリティクスを中心に扱うのに対し、
それに次ぐ第２の規模を誇るジュネーヴ事務局
は、別名「国連欧州本部」とも呼ばれ、主に人
権問題や地球温暖化の問題などのソフト・ポリ
ティクスを扱う。
　見学者用ゲートから入館すると、デンマーク
出身というアスケ氏が、事務局内部のガイドツ
アー担当者として私たちを案内した。時折学生
に質問を投げかけながら、国連の組織と活動の
概要、国際連盟と国際連合の歴史とその構成の
相違点、国際会議場の運営（公用語、議長国選
定のしくみや席順の決め方、議決権、オブザー
バーの役割）等について、平易な英語での説明
が続く。
　ここでの見学のハイライトは、人権理事会の
会議などが開かれる大会議場である。スペイン
を代表する現代アーティスト、ミケル･バルセ
ロによる、海底から見上げた海面を人間世界の
現状に見立てて製作されたという天井装飾は、
まさに見る者を圧倒する迫力がある。2008年
には、スペイン国王フアン･カルロスＩ世とソ
フィア王妃が列席して落成式が行われたと聞い
た。学生たちは事前学習の成果を発揮して、英
語での質問にしっかりと受け答えを行うだけで
なく、自発的にさまざまな質問をすることにも
挑戦した。
　ガイドツアーを終えた私たちは、次に大通り
を挟んで国連の向かい側に位置する「ICRC（赤
十字国際委員会）」に徒歩で向かった。
photo 14）国際連合ジュネーヴ事務局「パレ・デ・
ナシオン」（ジュネーヴ）
photo 15）国連の大会議場。天井装飾はミケル・
バルセロ作（ジュネーヴ）
photo 16）国連ガイドツアーを終えて（ジュネーヴ）
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２）赤十字国際委員会（International Committee 
of the Red Cross, ICRC）
　ICRCの本館は、元カールトン・ホテルだっ
たというだけあってクラシカルで威厳に満ちた
佇まいの建物だ。他方、背後の事務棟や他の施
設はとても現代的な設計であり、多くの職員が
行き交い活気にあふれていた。
　到着後、まず、施設内の職員用カフェテリア
で昼食をとった。昼食後に講義室に移動し、最
初に「パノラマ13」と題された赤十字国際委
員会の活動を紹介する映像（14分間･日本語字
幕）を視聴して、その後ICRCの人材・保健担
当部署に所属するセドリック・クレク氏から、
ICRCの健康課題への取り組みなどについて英
語で講義を受けた。内容の複雑さもさることな
がら、フランス語訛りの強い英語での講義は学
生にとってはかなり聞き取りにくい部分があ
り、筆者が適宜通訳しながらの進行となった。
　ICRCの役割や活動については、紛争地域で
の活動に加えて、戦争捕虜となった兵士の健康
問題に関する立ち入り調査（実際に捕虜収容所
を訪問して調査し、改善すべき事項について当
事国へ報告書を提示する等）を行っている現状
も紹介され、「中立」を基本原則とする赤十字
だからこそ可能となる重要な活動が行われてい
ることを改めて認識した。
　休憩を挟んで後半は、現在ICRCが取り組ん
でいる「Health Care in Danger（健康ケアの危
機）」と題されたキャンペーン事業について、
広報コーディネーターであるキアラ・ザネッ
ティ氏から英語による詳細なプレゼンテーショ
ンを受けた。
　武力紛争地域では、事故や攻撃等によって多
くの患者や医療関係者の生命が常に危険にさら
されている。ICRCは、紛争地で患者および医
療従事者・救援者が死亡した事例（11か国・
2398件）を分析し、それらを単なる偶発的で
不幸な出来事と捉えることに終止符を打つ取
り組みを始めている。その安全確保に向けて、
国際看護師協会（ICN）やその他の国際機関、
NPOなどと協力しながら、当事国政府への働
きかけの方法や、支援体制、研修制度などを確
立しようとする世界規模での取り組みである。
 
photo 18）ICRCでのクレク氏による講義（ジュネーヴ）
３）国際赤十字・赤新月博物館（International 
Red Cross and Red Crescent Museum (Musée 
international de la Croix-Rouge et du Croissant-
Rouge)）
　ICRCの訪問を終えた私たちは、続いて同敷
地内にある「国際赤十字・赤新月博物館」を
見学した。この建物は博物館であると同時に
ICRCの会議センターの機能も担っており、「人
道空間」とでも訳すべき「Humanitarium」と
いう名称を持っている。正面入口脇にはカー
ル・ブーハー作の「立ちすくむ人々」と題され
た等身大の頭から全身を布で巻いたような群像
のオブジェが置かれ、独特の雰囲気を醸し出し
ている。
　現在の博物館内は、赤十字誕生150周年を記
念して全面改装がなされ、2013年５月に完成
したものである。常設展は３つのブースから
構成されており、第１部「Defending Human 
Dignity（人類の尊厳の擁護（人権擁護事業））」、
第２部「Restoring Family Links（家族の絆の
回復（再会支援事業））」、第３部「Reducing 
Natural Risks（自然災害のリスク軽減（防災・
減災事業））」として、コンピュータ・グラフッ
クスを駆使したインタラクティブな展示や、そ
の他のさまざまな工夫を凝らした展示方法で赤
十字の歴史と活動を紹介している。また、私た
ちの訪問時の企画展では、マハトマ・ガンディー
と非暴力に関して、ガンディーの自叙伝のタイ
トルを連想させる「Experiments for Truth（真
理への実験）」と題された展示が行われていた。photo 17）国連側から見たICRC本館（ジュネーヴ）
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　学生たちは日本語によるイヤホンガイドを片
手に、およそ２時間にわたって館内の展示を
じっくりと見学した。見学を終えた学生たちは、
赤十字の理念や活動については日頃から授業な
どで学んで身近に感じてきたつもりではあった
が、この展示を通じて新たな発見や知識を得る
ことができ、さらに赤十字への理解が深まった
と感慨深げに話していた。
　博物館からホテルに戻った学生たちは、就寝
前のミーティングまでの間にショッピングや夕
食へと外出し、ジュネーヴ市内でのしばしの自
由時間を満喫した。
photo 19）国際赤十字・赤新月博物館の正面入口（ジュネーヴ）
photo 20）館内の常設展示にあるデュナンの像（ジュネーヴ）
５．８月26日（水）：ジュネーヴ［スイス、ジュネーヴ州］
１）国連難民高等弁務官事務所（United Nations 
High Commissioner for Refugees, UNHCR）
　「UNHCR（国連難民高等弁務官事務所）」の
ジュネーヴ本部は、国連ジュネーヴ事務局に程
近く、私たちのホテルからもトラムで数分の距
離に位置していた。UNHCRは1951年の設立以
来、世界の難民の保護と支援を担う国連機関で
ある。支援対象は、難民、庇護申請者、帰還民、
無国籍者、国境を越えずに避難生活を続けてい
る国内避難民等であり、これまでに5,000万人
を超える人々の生活再建を支援し、1954年と
1981年にはノーベル平和賞を受賞している。
　今回はSenior donor relations officer（資金調
達上席事務官）である森山毅氏が講師を務め、
冒頭で学生がUNHCRに対して抱いている関心
事項について確認してくださったため、各自が
学びたいことや興味あることへの質問を投げか
けて回答を得るチャンスに恵まれた。森山氏は
その質問内容に応じて、ご自身の経験を踏まえ
ながら詳細な解説をされた。この中で、難民の
定義、シリアを始めとする世界規模での難民問
題、日本での難民受け入れの現状、難民問題の
終結方法等に加え、支援方法の行動基準は、「災
害や紛争の被災者には尊厳ある生活を営む権利
があり、援助を受ける権利がある」ことと「災
害や紛争による苦痛を軽減するために実行可能
なあらゆる手段が尽くされるべきである」こと
を理念とする「スフィア・プロジェクト」であ
ることや、各専門機関やNGOの得意分野でリー
ド・エージェンシーを指定して取り組む「クラ
スター・アプローチ」をしていることなどが示
された。一方で、森山氏から投げかけられる質
問に対しても学生たちは活発に意見を述べ、全
員が積極的に発言を行うことができた。
　セミナー・ルーム内には、難民キャンプで使
用されるテントの模型や、野外用の調理器具、
照明器具、ビニール製飲料水タンクなどの実物
が展示されていた。また、５名の平均的な難民
家族を支えるためには週28キロの薪が必要で
あり、幼い少女が毎日運ぶとされる薪の束の重
量を体験することができるサンプルも置かれて
いた。
　講義の後、UNHCRビジターセンター内のカ
フェテリアで昼食をとった。
photo 21）UNHCR本部（ジュネーヴ）
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photo 22）セミナー・ルーム内に展示されてい
る薪の束のサンプル（ジュネーヴ）
２）国際赤十字・赤新月社連盟（International 
Federation of Red Cross and Red Crescent 
Societies, IFRC）
　UNHCRからトラムと路線バスを乗り継ぎ、
「IFRC（国際赤十字・赤新月社連盟）」本部を
めざす。IFRCは189にのぼる各国赤十字・赤新
月社が加盟する連合体であり、世界最大の人道
機関である。自然災害や緊急災害時の被災者お
よび国内避難民への救援活動や、平時の防災・
減災活動、感染症などの保健・衛生上の健康問
題への取り組みなどを主な任務とし、各国赤十
字社間の調整を行う。
　入館後、広報担当者から組織の概略や任務、
公用語などについて英語での説明を受けなが
ら、歴代会長と事務総長の写真が並ぶ展示ス
ペースに案内された。現在の会長は日本赤十字
社社長でもある近衞忠煇氏であり、2009年11
月にIFRC会長として選出され、2013年11月に
再選を果たした。一方、玄関ロビーには来年度
に建て替えが決定している新本部ビルの完成模
型が展示されており、現在の本部ビルは老朽化
のために近く取り壊されるとの説明を聞いた。
　続いて会議室に入り、日本人職員である松本
さやか氏をコーディネーターに、まず「Together 
we are the International Federation of Red 
Cross and Red Crescent Societies（我らIFRCと
共に）」と題されたIFRCの概要を示す映像を英
語で視聴した。さらに、日本語でIFRCの任務
と使命について説明を受けた。特に印象に残っ
ているのは、「赤十字基本原則」の７つの原則
に関し、IFRCではその意義と重要性について、
現在の世界情勢や環境の変化を考慮しながら再
検討を加えているという話であった。
　加えて、保健部門のマリアン・コーネー氏か
ら、エボラ出血熱に対するIFRCの活動とネパー
ル地震での対応について「Emergency Health
（救急医療）」と題した英語での講義を受けた。
エボラ出血熱の流行時、感染拡大を阻止するた
めの対応として、住民の教育はもちろんのこと、
スタッフの指導やケア体制の構築、患者と家族
への心のケアや正しい埋葬方法等を含め、赤十
字が患者のみならず、その家族や遺族にも細心
の配慮をしながら当事国政府や現地赤十字社と
協力して対応を行ったことが理解できた。異文
化看護では、その国や地域の文化･宗教･政治
･社会･習慣等を考慮し、住民に受け入れられ
る方法を構築する必要があるが、その一例とし
て、埋葬時に手袋をつけて遺族にもケアに入っ
てもらうという対応方法などが紹介され、学生
たちは人間を尊重するケアの方法と赤十字の配
慮の細やかさに感銘を受けた様子であった。
　最後に、松本氏からご自身の経験談として、
東日本大震災時に赤十字マークを見て安心する
被災者や、赤十字マークをつけて献身的にケア
をする看護師たちの姿に感動したというエピ
ソードが披露され、グローバルに活躍できる立
派な看護師になってほしいと激励された。
　IFRC本部のすぐそばには、アンリー・デュ
ナンが洗礼を受けたスイス・プロテスタント教
会のひとつであるプチ・サコネ教会がある。砂
岩造りのこぢんまりとして質素ではあるが、鐘
楼に設置された時計がひときわ印象的なこの教
会は、デュナンの両親が結婚式を挙げた場所で
もあるという。その教会の脇を通り、私たちは
トラムに乗ってレマン湖畔で下車した。雲ひと
つない青空の下、晩夏のまだ強い午後の陽射し
を浴びながら、湖上の空高く吹き上げる「ジェッ
ドー（Jet d’Eau）」と呼ばれる大噴水の彼方に、
万年雪をたたえたモンブランやアルプスの山並
みを眺めた。若き日のデュナンも、何度もこの
同じ風景を眺めたに違いない。みんなで桟橋か
ら対岸へ向かう渡し船に乗り込んで往復し、湖
上の遊覧を楽しんでからホテルへと戻った。
photo 23）IFRC本館ロビー（ジュネーヴ）
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photo 24）デュナンが洗礼を受けたプチ・サコ
ネ教会（ジュネーヴ）
photo 25）レマン湖畔からの眺め。遥かにモン
ブランを望む（ジュネーヴ）
６．８月27日（木）：ジュネーヴ［スイス、ジュネーヴ州］
１）世界保健機関（World Health Organization, 
WHO）
　「WHO（世界保健機関）」は「すべての人々
が可能な最高の健康水準に到達すること」を目
的に設立された国連の専門機関である。現在
194カ国が加盟し、日本は1951年５月に加盟し
た。
　到着後本部玄関前で待っていると、今年７月
に厚生省から出向したばかりだという木阪有美
氏がわざわざ出迎えてくださり、早速案内ツ
アーが始まった。
　まず、正面玄関向かいに設置された天然痘（ポ
リオ）撲滅を象徴する銅像や、オンコセルカ症
の撲滅を祈念した銅像等を見学しながら、それ
らに対するWHOの取り組みに関する説明を受
けた。「６大熱帯病」の一つに数えられるオン
コセルカ症は、蚊などが媒介し失明や視覚障害
を引き起こす病気で、1980年代末には中部ア
フリカを中心に1800万人が感染していた。し
かし、WHOが薬の無償提供に乗り出したこと
で、2025年ごろまでに撲滅の見通しがたった
という。余談だが、この薬の開発には、今年度
ノーベル医学生理学賞を受賞した大村智教授が
発見した抗生物質「エバーメクチン」なくして
はなしえなかったことを、帰国後に初めて学ん
だ。
　その後、館内に展示されたエボラ出血熱への
取り組みを伝える写真パネルなどを見学してか
ら、１階ライブラリー内にある会議室で木阪氏
よりWHOの概要について講義を受けた。具体
的には、事務局の組織体制と機能、統治機構、
これまでの歴史と成果、日本との協力関係等に
ついてである。
　2015年度が達成年度であるミレニアム開発
目標は、ポスト「MDGs」として、持続可能な
開発目標「SDGs」の概念へと移っている。そ
の中でいま注目を浴びているのが「ユニバーサ
ル・ヘルス・カヴァレッジ（Universal Health 
Coverage）であり、「すべての人が適切な健康
増進、予防、治療、機能回復に関するサービス
を支払い可能な費用で受けられる」ことを意味
する概念である。その実現には、十分な質が確
保され経済的な不公平がないようにすることが
必須となるため、国民皆保険制度を完備し、医
療保健等の教育を展開している日本は、この領
域でリーダーシップをとることが期待されてい
る、といった話を聞いた。
　一方で、日本は多額の拠出金を出しているに
もかかわらず、WHOで働く日本人の職員数は
他国と比べて比率的に大幅に少ない事実も明ら
かにされた。その要因として、まず語学力が問
題だという。国際機関では通常は英語とフラン
ス語の２カ国語を話せる人が採用されやすい
が、日本人は英語のみのことが多いという。加
えて、キャリアパスの在り方として、日本は海
外での実績が評価されにくい社会であることも
影響しているということであった。また、国際
機関では即戦力が求められるため、インターン
などに挑戦して力をつけると良いとの助言も
あった。特に学生たちに対しては、ますますグ
ローバル化が進むこれからの国際舞台でがん
ばって活躍し、貢献してほしいと励まされた。
　その後、WHO研究員の高根麻里奈氏から、
WHOが推進するポリオ撲滅キャンペーンにつ
いての詳細なプレゼンテーションを受けた。ポ
リオが確認されている地域は、世界で残り３地
域のみであること、感染期間が限られており、
臨床症状で測定ができること、自然界の宿主は
ヒトのみで、経口投与の生ワクチンなどの効果
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的なワクチンが存在すること、といった条件に
適合しており、WHOはその撲滅に向けて、蓄
積したデータに基づいて地域を限定してフォ
ローしているという。６ヶ月間アウトブレイク
がなければ終息とみなすことができ、その後１
年間にわたって発症が確認されなければ撲滅を
宣言できるという。
　一方、今後の課題もまだ残っている。たとえ
ばパキスタンでは、80人以上の医療関係者が
ポリオ撲滅の活動中に殺害された。これは、特
にアメリカでの9.11同時多発テロ以降、ワク
チン投与に乗じて改宗活動やスパイ活動を行っ
ているのではないかと疑われたことが背景にあ
るという。純粋に人々の健康を守るという人道
的活動であっても、政治的な思惑や意図、宗教
の違いなどに左右されるというこのような事実
はきわめて衝撃的であり、国際救援活動に取り
組む組織が「中立」であることの重要性を改め
て感じずにはいられなかった。
　講義を受けた後、WHOのカフェテリアで昼
食をとり、そこに木阪氏と他に１名の日本人職
員も同席して歓談の機会を持った。学生たちは
講義で感じたことや将来の希望などについて自
由に意見交換を行い、わずかな時間ではあった
が有意義なひとときを過ごすことができた。
photo 26）WHO館内ツアーで木阪氏の説明を受
ける（ジュネーヴ）
photo 27）WHO高根氏によるポリオ撲滅のプレ
ゼンテーション（ジュネーヴ）
２）国際看護師協会（International Council of Nurses, ICN）
　WHOを後にし、トラムで最後の訪問先である
「ICN（国際看護師協会）」へ移動する。ICNの
本部事務所は歴史を感じさせる７階建ビルの２
フロアを使用しているが、事務所スペース自体
は日本の小規模な会社オフィスと似たイメージ
で、想像していたよりもずっとコンパクトで
あった。
　到着後、会議室において看護師でありICN
本部の日本人職員でもある草野由紀子氏から、
ICNの概要や事業活動に関しての講義を受け
た。1899年に設立されたICNは、世界各国の看
護師協会（National Nurses’ Association,NAAs）
から構成される組織で、すべての人々に対して
質の高い看護を提供することを目標に、優秀な
人材の育成や看護教育などにおける看護の発展
と看護職者の社会的・経済的地位の向上を推進
する活動を進めている。2015年８月現在、世
界134の看護師協会が加盟し、1600万人の看護
師を代表する国際的な保健医療専門職団体とし
て世界最大規模の組織である。
　ICNの具体的な取り組みとしては、たとえば、
結核の感染予防と治療の向上に向けたプロジェ
クトを立ち上げ、16カ国で８万人の看護師や
医療従事者にトレーニングを行った実績や、ア
フリカでの鬱病と糖尿病の合併症対策を指導す
る200名以上の看護教育者を育成した事例が紹
介された。
　会議室内には、「Mobile Library（移動図書館）」
と書かれたジュラルミン製で大型のスーツケー
ス状の箱が置かれていた。この中には発展途上
国のへき地などで活動する看護師のために、最
新の医療関連の書籍やマニュアルなどの資料が
収められており、必要に応じていかなる場所に
も提供されるという。そのために、水や埃を防
ぎ、衝撃にも堅牢な仕様のケースとなっている。
ここでも、世界の看護の発展に寄与しようとす
るICNの積極的な姿勢が伺えた。
photo 28）講義の後、ICNで草野氏と記念撮影（ジュネーヴ）
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photo 29）「移動図書館」のケース（ジュネーヴ）
３）市内視察：アンリー・デュナンゆかりの場所
を巡る
（1）アテネ館
　ICNでの研修を終えた私たちは、ジュネー
ヴ旧市街に点在するアンリー・デュナンゆか
りの場所を訪ねた。
　まず訪れたのは、「アテネ館（Palais de 
l’Athénée）」である。ここは、後に「赤十字
国際委員会」と呼ばれることになる「国際負
傷軍人救護常置委員会（５人委員会）」により、
最初のジュネーヴ国際会議の場となったこと
で知られる建物だ。1863年10月、ここで「赤
十字10カ条」、いわゆる「赤十字規約」が採
決され、翌年に成立する「第１ジュネーヴ条
約」の基礎になった。この規約の中に、白地
に赤十字のデザインを標章と定めた条項も含
まれており、スイス連邦に敬意を払い、その
国旗の色を反転させたものとすることが明記
されている。
photo 30）「赤十字規約」が採決されたアテネ館（ジュネーヴ）
（2） アンリー・デュナン記念碑（バスティヨン公園）
　続いて訪れたのは、緑深いバスティヨン公
園内にあるアンリ ・ーデュナン記念碑である。
アテネ館での最初のジュネーヴ国際会議から
数えて100周年にあたる1963年、「赤十字100
年記念」として作られた。その除幕式は、デュ
ナンの誕生日である５月８日だった。正面に
「憐れみの天使」像が立ち、右奥に負傷兵の像、
左奥に難民の母子の像がある。この記念碑の
製作費用は、すべてスイス国民からの募金で
まかなわれたという。
photo 31）アンリー・デュナン記念碑「憐れみの天使」（ジュネーヴ）
（3）元フィック印刷所
　1862年、「ソルフェリーノの思い出」を出
版したフィック印刷所の建物は現存してお
り、いまは画廊となっている１階部分がかつ
ての印刷所だった。間口わずか数メートルの
５階建の小さな建物である。入口上方の壁面
に設置された記念プレートには、「ジュール・
ジローム・フィック、赤十字の基となった書
籍『ソルフェリーノの思い出』を、1862年
アンリー・デュナンのためにここで出版」と
記されていた。（photo 33）「ソルフェリーノ
の思い出」の意義を世に広く訴えるには、上
質な仕上がりの書籍を製作することが有効だ
と考えたデュナンが、当時評判の高かった
フィックに出版を依頼したという。
photo 32）「ソルフェリーノの思い出」を出版し
た元フィック印刷所（ジュネーヴ）
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photo 33）元フィック印刷所外壁の記念プレート（ジュネーヴ）
（4）ジュネーヴ市庁舎内の会議室「アラバマ」
　1864年８月、スイス連邦政府の招集によ
る外交会議で最初の「ジュネーヴ条約」が成
立した。その会議が開かれたのが、ジュネー
ヴ市庁舎内にある会議室であった。一般公開
はされていないため、外から眺めることしか
できないが、現在でも会議に使用されている
という。この会議室は、「アラバマ（Alabama）」
と名付けられているが、それは赤十字とは関
係なく、アメリカの南北戦争で、南軍を支援
したイギリスに対し、戦争に勝利した北軍の
アメリカが損害賠償を求めた交渉がこの部屋
で行われたことにちなんで名付けられた。一
説には、それが史上初の国際紛争の調停で
あったといわれる。
photo 34）市庁舎の中庭。正面が会議室「アラバマ」
（ジュネーヴ）
（5）アンリー・デュナンの事務所兼自宅
　地上４階建で屋根裏部屋のあるこの建物
は、元はデュナンの伯母が所有していたが、
伯母の死後、その子どもたちからデュナンに
寄贈された。デュナンはここを事務所兼自宅
として使用し、「ソルフェリーノの思い出」
もすべてここで執筆した。出版後、赤十字創
設へ向けての会合や各方面との交渉もほとん
どがここを舞台に行われた。壁面につけられ
た大きな記念プレートには「この家は赤十字
誕生の目撃者である。アンリー・デュナンに
よる『ソルフェリーノの思い出』の執筆（1862
年）、赤十字国際委員会の初会合、1864年３
月17日にジュネーヴ赤十字創設」と記され
ていた。（photo 36）
photo 35）デュナンの事務所兼自宅であった建物（ジュネーヴ）
photo 36）壁面の記念プレート（ジュネーヴ）
（6）アンリー・デュナンの生家
　ジュネーヴ旧市街の中心、サン・ピエール
大聖堂がそびえ建つ丘から下る坂の途中に、
デュナンの生家が現存している。デュナン自
身は生後間もなく両親と共に転居することに
なるのだが、後にラテン・スクールを退学し
たデュナンは、その当時デュナンの両親の依
頼により家庭教師となった牧師夫妻がこの家
に住んでいたため、再びここでしばらく下宿
生活を送ったといわれる。外壁の記念プレー
トには、晩年のデュナンの肖像とともに、次
のように記されている：
　「ここでジャン・アンリー・デュナンが生ま
れた。1828年‒1910年、ジュネーヴ条約と赤
十字の推進者、『ソルフェリーノの思い出』の
著者、第１回ノーベル平和賞受賞者」（photo 39）
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photo 37）サン・ピエール大聖堂（ジュネーヴ）
photo 38）デュナンの生家。当時は３階建てであり、
４階部分は後に増築されたという（ジュネーヴ）
photo 39）生家の記念プレート。デュナンの甥
により製作された（ジュネーヴ）
７．８月28日（金）：ラヴォー地区の葡萄畑ほか、
レマン湖畔［スイス・ヴォー州］
　旅の最終日は、ジュネーヴを離れてレマン湖畔
に点在する観光名所をバスで訪ねた。スイス南西
部のレマン湖地方は「スイスのリビエラ」とも呼
ばれ、世界有数のリゾート地として有名だ。ジュ
ネーヴを離れるにつれ、車窓には牧草地や果樹園
などが広がり、のどかな田園風景が続く。国際オ
リンピック委員会の本部があるローザンヌやジャ
ズ・フェスティバルで名高いモントルーを過ぎ、
最初の目的地である「ラヴォー地区（Lavaux）」
の「シュブル村（Chexbres Village）」に到着した。
　ラヴォー地区は、ローザンヌからシヨン城付
近にかけてのレマン湖北岸に広がる丘陵地帯で、
古代ローマ時代から葡萄栽培が盛んに行われて
おり、1000年にも及ぶワイン造りの歴史がある。
しかし、現在のスイスはワインの消費量が生産量
を遥かに上回るため、輸出されるワインはごくわ
ずかだ。その中でもラヴォー地区で生産される白
ワイン用の「シャスラ」はとても希少な品種で、
世界の美食家たちの垂涎の的であり、ワイン通が
「最後にたどり着くワイン」だと評される。レマ
ン湖と雄大なアルプス山脈と、一面に広がる美し
い葡萄畑の風光明媚な景観が評価され、ラヴォー
地区は2007年にはユネスコの世界文化遺産に登
録された。
　これまでの緊張から解放された学生たちは、ワ
イナリーを訪ねてお土産に珍しいワインを買い求
めたり、レマン湖に映える山々の雄大な景色に感
動したりしながら、思い切り散策を楽しんでいた。
photo 40）レマン湖に面したラヴォー地区の雄大な景観（シェブル）
photo 41）ラヴォー地区の葡萄畑にて（シェブル）
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　シュブル村を後にした私たちは、次に、喜劇王
チャールズ・チャップリンが晩年を過ごしたこと
でも有名な町「ヴェヴェイ（Vevey）」に立ち寄り、
わずかな時間ではあったがみんなで湖畔を散歩し
た。この町には世界最大規模の食品会社、ネスレ
の本社があり、湖畔にはネスレ財団が運営する食
の博物館、アリマンタリウムもある。しかしなが
ら、今回は時間の関係で見学は叶わなかった。昼
食はモントルーのレマン湖を望むレストランの明
るいテラスで、スイスの伝統料理のひとつである
「ブラートブルスト」という大きなソーセージを
堪能した。
　ランチを楽しんだ後、最後に訪れたのは、スイ
ス随一の名城の誉れが高い「シヨン城（Château 
de Chillon）」である。湖上に突き出た岩場に建つ
この城は、イギリスの詩人バイロンの叙事詩「シ
ヨンの囚人」の舞台としても知られ、あたかも水
面に浮かんでいるかのように見える幻想的で美し
い古城である。内部をゆっくりと時間をかけて見
学し、ジュネーヴへと帰途についた。
　この日の夜は、今回のツアーでの「最後の晩餐」
を楽しむために、みんなでジュネーヴ市内にある
チーズ・フォンデュの店へとくりだした。本来は冬
の定番メニューとのことだが、オイル・フォンデュ
も注文して研修最後の夜を心ゆくまで楽しんだ。
photo 42）チャップリン像の前で（ヴェヴェイ）
photo 43）レマン湖畔に建つシヨン城（モントルー近郊）
photo 44）チーズ・フォンデュの夕べ（ジュネーヴ）
Ⅳ．研修を終えて
１．目的の達成評価
　本スタディーツアーで掲げた目的の達成評価に
ついて、日赤広島看護大の渡邊智恵教授は、次の
ような見解を示された：
　「希望した全機関での受け入れが実現し、実
際に第一線で活動する方々から最新の貴重な情
報を直接伺うことができたこと、さらに特にエ
ボラ出血熱での国際的な救援活動を展開した際
の苦労（異文化の中での感染予防に関する指導
等）を拝聴して社会や文化的背景を考慮して支
援をする必要があることが理解できたことか
ら、ほぼ（目的を）達成したと考える。しかし
ながら、目的の４）『国際救援･開発について、
グローバルな視点で考えることができる』につ
いては、今回の研修のみで十分に達成したとは
いいがたく、日頃から国内外の社会問題等に関
心を持ち、常にグローバルな視点で考えること
ができるような配慮を継続し、学生たちの更な
る成長を促す必要がある」※１）
　一方、本学での初めての試みとして実施した
「赤十字スタディーツアー」としては、今回は十
分にその目的を達成し、実りの多い充実した内容
になったと考えている。特に、参加した本学の学
生については、事前課題の学習に充てられる期間
が正味２週間程度しかなかったにも関わらず、日
赤広島看護大で単位として本プログラムを履修す
る「国際救援コース」の学生たちと同等の役割お
よび責任分担をこなし、現地でもお互いに助け合
いながら訪問記録を書くなど、能動的に協調して
参加できたことは特筆に値する。その参加姿勢に
ついては、渡邉智恵先生からも高い評価をいただ
いた。
　次の機会があれば、もっと事前学習に時間をか
けて十分に準備を行うことによって、さらに訪問
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に向けての意識や興味が高まり、実りの多い学習
効果が期待できることは言うまでもないだろう。
加えて、本学でも単位修得ができる授業科目とし
て整備する可能性を含め、今後の「赤十字スタ
ディーツアー」のあり方を検討すべきである。
　今回は本学での参加者募集の期間が非常に短
く、また、本年度の学年歴に組み込まれた事業で
もなく、一部学生の実習時期などとも重なってい
たため、結果的に参加学生はわずか４名にとど
まった。しかし、応募には至らなかったものの、
参加に興味を示した学生は他にも何人もおり、こ
のような「赤十字スタディーツアー」に対する本
学学生の潜在的な関心は非常に高いと思われる。
したがって、予め実施内容や時期に関して学生に
十分に周知し、適切な募集期間を設けることに
よって、より多くの参加者が見込めると考える。
　
２．事前学習課題とツアー中の記録作成
　事前学習の課題については、下記の通り、今回
のツアーでの主要な訪問施設ごとに執筆担当者と
人数を決定し、調査・学習をした結果を報告レポー
トにまとめて提出。教員による確認と指導を経て
完成させた後、ツアーグループ内で共有した：
１）ICRC/IFRC：広島２名＋秋田１名
２）UN/UNHCR/WHO：広島２名＋秋田１名
３）ICN：広島２名＋秋田１名
４）アンリー・デュナンおよびソルフェリーノ：
広島１名＋秋田１名
　なお、本学学生４名が担当した報告レポートの
内容については、新沼剛講師が確認のうえ学生に
対してフィードバックを行った。また、この４名
に対しては、ツアー出発前に筆者から「ソルフェ
リーノの思い出」の日本語訳版を配布し、各人が
読了した上でツアーに参加することを課した。
　加えて、ツアー中には、現場における日々の記
録を残すという赤十字の伝統を重んじ、以下の
ように分担と記録者の人数を定めて記録を作成し
た：
１）往路移動（広島１名）
２）ミラノ市内見学（秋田１名）
３）納骨堂、ソルフェリーノの塔、カスティリオー
ネ大聖堂（秋田１名）
４）カスティリオーネ赤十字国際博物館（広島１
名＋秋田１名）
５）ジュネーヴへのバス移動（広島１名）
６）UN（広島２名）
７）ICRC（広島２名）
８）国際赤十字・赤新月博物館（広島１名＋秋田１名）
９）UNHCR（広島２名）
10）IFRC（広島２名）
11）WHO（広島１名＋秋田１名）
12）ICN（広島１名＋秋田１名）
13）ラヴォー地区（秋田２名）
14）復路移動（広島１名）
３．係の設定と役割分担
　日赤広島看護大では「国際看護学演習」の学修
で、救援活動時に求められるチームビルディング
力の育成も意図しており、今回のツアーにおいて
は、出発前の準備段階から「リーダー」「副リー
ダー」「学習支援係」「環境係」「健康係」「写真係」
を設定して参加者全員に役割を担わせた。これに
倣い、本学の学生もツアー中の「副リーダー」「環
境係」「健康係」「写真係」の役割を担った。それ
ぞれの役割内容と配置人数は以下の通り。
１）リーダー（１名：広島）：学生・教員間の連
絡調整（連絡網の作成）、訪問先での挨拶（お
礼の言葉）、朝夕のミーティングでの司会・進行、
スケジュールの確認および調整、集合時の点呼。
２）副リーダー（２名：広島・秋田）：リーダー
の補佐、朝夕のミーティングの記録、記録担当
者の確認、お土産の準備。
３）学習支援係（２名：広島）：朝夕のミーティ
ングで訪問先の確認、返礼についての企画およ
び実施、移動中のレクリエーション（事前学習
の内容に関するクイズの作成と実施等）や振り
返りの進行、事前学習の補足となる資料作成な
ど。
４）環境係（２名：広島・秋田）：ブリーフィン
グの会場や訪問施設の環境整備、講義準備（資
料配布など）、訪問先を後にする際の片付けや
忘れ物の確認。
５）健康係（２名：広島・秋田）：全員の健康状
態の把握と記録、車酔い・熱中症・脱水症・消
化器疾患等の注意喚起、トイレ休憩などの配慮、
引率教員と連携して常備薬の管理。
６）写真係（２名：広島・秋田）：各施設内で撮
影の可否確認、訪問施設や講義風景（講義者と
学生）の記録写真および集合写真の撮影。（広
島の学生については、これらに加えてＨＰ等に
掲載する文章作成と写真の選択）。
　こうして両大学の学生がそれぞれ係の任務につ
くことで、役割分担への認識を深める自覚を促し
ていった結果、各施設への移動時などに行う忘れ
物の確認や、各人の毎日の体調管理、集合や解散
時の点呼、施設への挨拶、記録写真の撮影など、
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チームとして学生同士が一致団結し、協力しなが
らツアーを進めることができた。
４．英語への対応
　学生たちは、訪問先で英語による講義やプレゼ
ンテーションが予定されていたことや、訪問時に
挨拶のスピーチを英語で行うことについてかなり
不安を抱いていたが、学習係となった学生を中心
に、それぞれの施設に対応する英語の事前学習資
料を自主的に作成し配布するなど、入念に準備し
て臨んだ。
　訪問先で受ける実際の英語での講義やプレゼン
テーションについて、内容を完璧に理解すること
は容易ではないにせよ、大枠については理解でき
る学生もおり、様々な英語に接することで、語学
力の必要性やコミュニケーション力をみがくこと
の重要性を痛感する機会になったことは間違いな
い。また、積極的に英語で質問を試みる学生もお
り、ツアー中のいろいろな場面で、勇気を持って
学ぼうとする姿勢や成長を感じることができた。
加えて、英語の教員である筆者が学生の反応をみ
ながら適宜補足説明をし、また、挨拶等を英語で
スピーチする役割の学生に対しては事前に指導を
行ったことも奏功し、学生たちは自信を持って英
語で発言をすることができたと考える。
５．今後の共同開催に向けて
　今回の広島と秋田の両大学による共同開催につ
いて、日赤広島看護大の渡邉智恵先生からは、次
のコメントをいただいた：
　「今回の国際看護学演習（GVE）については、
本学からの参加者７名のみであったため、日本
赤十字秋田看護大学に呼びかけを行い、短期間
で４名の学生の参加があり可能となった。３年
生３名と１年生１名で、３年生は実習配置等も
変更をしてもらったが、１名のみは帰国翌日か
ら看護学実習がある学生もいた。そのような中
で参加を決意してくれたことに心より感謝をし
たい。また、役割についても副リーダー、環境、
健康、写真の役割を一緒におこない、記録につ
いても一緒に担当をしてもらった。両校からの
役割担当があり、相談をしあうことで交流が自
然と深まり、関西空港では別れを惜しむ姿も見
られた。このような機会がなければ、本学と秋
田の学生がつながることはないため、こうした
交流も学生にとってはとても貴重な体験となっ
た。廣渡先生には、事前の準備等を含めて、期
間中には英語の通訳、写真担当もしていただい
た。このつながりを更に深めていくことができ
ればと期待している。」※２）
　今後、今回のような研修内容で両大学が共同開
催での継続を希望するのであれば、同行する引率
教員に関しては、赤十字や災害看護を専門とする
看護教員と、語学教育を専門とする英語教員の組
み合わせで対応するのが理想的であると考える。
引率教員がそれぞれの専門性を活かして補完しあ
い、きめ細かくサポートすることにより、ツアー
に参加する学生の学習効果をさらに向上させるこ
とが可能になると言えよう。
photo 45）ジュネーヴ市内を走るトラム（ジュネーヴ）
Ⅴ．おわりに
　今回の「赤十字スタディーツアー」でイタリア
とスイスを訪問することができ、引率教員として
のみならず、個人的にも実に多くのことを学んだ。
WHOやUNHCRなどの国際機関の活動について
はもちろんのこと、これまで知識としてしか持ち
合わせていなかった国際赤十字の歴史やその活動
について、実際に史跡を巡り、また、国際社会で
現在進行中の様々な取り組みに関して、その最前
線で活躍する方々の生の声を聞くことができたの
は大きな収穫であった。まさに「百聞は一見に如
かず」のことわざ通りである。加えて、これまで
アンリー・デュナンの著作や赤十字関連の資料を
読んで漠然と想像するだけであったソルフェリー
ノやカスティリオーネの地を自らの足で歩いたこ
とは、赤十字精神の原点を文字通り肌で感じる、
何にもかえがたい感慨深い経験となった。　　
　このことは、参加した学生たちにとっても、こ
れから赤十字出身の医療従事者としてキャリアを
積んでいくうえで、生涯忘れ得ぬ貴重な思い出に
なると同時に、とても刺激的な経験となったに違
いない。ここでの体験が、人道・公平・中立・
独立・奉仕・単一・世界性という赤十字の基本
原則を胸に刻み、国際社会で活躍する赤十字人と
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なるための原動力になることを願ってやまない。
今後、本学においても、赤十字精神を肌で感じる
このような機会を一人でも多くの学生に提供でき
るよう、もっと努力していかなければならないと
改めて心に誓った。
　この旅が両大学の共同開催として実現するまで
には様々な苦労もあったが、綿密な計画を立てて
訪問先への交渉や日程調整を行い、本学での学生
への事前学習や渡航準備の指導についてもきめ細
やかに様々なアドバイスをくださった、日本赤十
字広島看護大学の渡邊智恵先生と藤井知美先生に
深く感謝を申し上げる。また、今回の計画推進を
積極的に支持してくださった本学の安藤広子学長
と看護学部長の宮堀真澄教授、そして、多忙な中
で時間を割いて協力してくださった新沼剛講師／
副センター長をはじめ、不慣れなセンター長の筆
者をサポートしてくださった本学赤十字地域交流
センターのメンバーのみなさんに改めて感謝を申
し上げる。
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